
 

 

１  人材育成講座のねらい

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

材 を 育 成 す る 。

 

２  テキスト

①  

②  

③  

④  

 

３  講座の開催概要

講座

の家族の方に対するボランティアを実践すること」を念頭に

講師を設定して開催した。

第

1

回

人

材

育

成

講

座

11月20日

18：00～

第

2

回

人

材

育

成

講

座

11月22日

13：30～

第

3

回

人

材

育

成

講

座

12月4日

9：30～

■人材育成講座の開催概要

注）講師名は敬称略

人材育成講座のねらい

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

材 を 育 成 す る 。

テキスト作成の工夫

 デ ー タ で 見 え る 化

 認 知 症 の 正 し い 理 解 を 進 め る

 家 族 支 援 の 必 要 性 と

提 示  

 各 種 サ ー ビ ス の 解 説 や 市 内 の 認 知 症 関 係 相 談 窓 口 を 一 覧

（ 資 料 と し て 活 用 ）

講座の開催概要

講座は、「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

の家族の方に対するボランティアを実践すること」を念頭に

講師を設定して開催した。

開　催

日　時

11月20日

18：00～

21：00

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人社団豊生会本部

　　　　地域連携部認知症専任　長井巻子

★第2講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

から学ぼう～」

〇講師　白石まちづくりハウス運営委員

　　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知由美

11月22日

13：30～

16：30

★第１講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人 北海道家庭医療学センター

　　栄町ファミリークリニック副院長　北山　周

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

から学ぼう～」

 〇講師　白石まちづくりハウス運営委員

　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知　由美

12月4日

9：30～

12：30

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人社団豊生会本部

　　地域包括ケア推進部地域推進主幹　長井巻子

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

から学ぼう～」

〇講師　NPO法人ホームヘルパーノア代表　澤出桃姫子

■人材育成講座の開催概要

注）講師名は敬称略

人材育成講座のねらい

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

材 を 育 成 す る 。  

作成の工夫

デ ー タ で 見 え る 化

認 知 症 の 正 し い 理 解 を 進 め る

家 族 支 援 の 必 要 性 と

サ ー ビ ス の 解 説 や 市 内 の 認 知 症 関 係 相 談 窓 口 を 一 覧

（ 資 料 と し て 活 用 ）

講座の開催概要 

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

の家族の方に対するボランティアを実践すること」を念頭に

講師を設定して開催した。

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人社団豊生会本部

　　　　地域連携部認知症専任　長井巻子

★第2講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

から学ぼう～」

〇講師　白石まちづくりハウス運営委員

　　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知由美

★第１講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人 北海道家庭医療学センター

　　栄町ファミリークリニック副院長　北山　周

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

から学ぼう～」

 〇講師　白石まちづくりハウス運営委員

　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知　由美

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人社団豊生会本部

　　地域包括ケア推進部地域推進主幹　長井巻子

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

から学ぼう～」

〇講師　NPO法人ホームヘルパーノア代表　澤出桃姫子

■人材育成講座の開催概要

注）講師名は敬称略

人材育成講座のねらい 

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

作成の工夫 

デ ー タ で 見 え る 化 （ 国 、 札 幌 市 の 現 状 と 課 題 を 整 理 ）

認 知 症 の 正 し い 理 解 を 進 め る

家 族 支 援 の 必 要 性 と 認 知 症 カ フ ェ な ど 地 域 支 援 の 具 体 例 を

サ ー ビ ス の 解 説 や 市 内 の 認 知 症 関 係 相 談 窓 口 を 一 覧

（ 資 料 と し て 活 用 ）  

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

の家族の方に対するボランティアを実践すること」を念頭に

講師を設定して開催した。参加者合計

テーマ・講師

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人社団豊生会本部

　　　　地域連携部認知症専任　長井巻子

★第2講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

〇講師　白石まちづくりハウス運営委員

　　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知由美

★第１講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人 北海道家庭医療学センター

　　栄町ファミリークリニック副院長　北山　周

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

 〇講師　白石まちづくりハウス運営委員

　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知　由美

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人社団豊生会本部

　　地域包括ケア推進部地域推進主幹　長井巻子

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

〇講師　NPO法人ホームヘルパーノア代表　澤出桃姫子

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

（ 国 、 札 幌 市 の 現 状 と 課 題 を 整 理 ）

認 知 症 の 正 し い 理 解 を 進 め る こ と

認 知 症 カ フ ェ な ど 地 域 支 援 の 具 体 例 を

サ ー ビ ス の 解 説 や 市 内 の 認 知 症 関 係 相 談 窓 口 を 一 覧

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

の家族の方に対するボランティアを実践すること」を念頭に

参加者合計

テーマ・講師

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人社団豊生会本部

　　　　地域連携部認知症専任　長井巻子

★第2講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

〇講師　白石まちづくりハウス運営委員

　　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知由美

★第１講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人 北海道家庭医療学センター

　　栄町ファミリークリニック副院長　北山　周

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

 〇講師　白石まちづくりハウス運営委員

　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知　由美

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人社団豊生会本部

　　地域包括ケア推進部地域推進主幹　長井巻子

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

〇講師　NPO法人ホームヘルパーノア代表　澤出桃姫子

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

（ 国 、 札 幌 市 の 現 状 と 課 題 を 整 理 ）

こ と （ 分 か り や す さ に 配 慮 ）

認 知 症 カ フ ェ な ど 地 域 支 援 の 具 体 例 を

サ ー ビ ス の 解 説 や 市 内 の 認 知 症 関 係 相 談 窓 口 を 一 覧

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

の家族の方に対するボランティアを実践すること」を念頭に

参加者合計 49 名  

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

　　　　地域連携部認知症専任　長井巻子

★第2講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

　　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知由美

★第１講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

〇講師　医療法人 北海道家庭医療学センター

　　栄町ファミリークリニック副院長　北山　周

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知　由美

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

　　地域包括ケア推進部地域推進主幹　長井巻子

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

〇講師　NPO法人ホームヘルパーノア代表　澤出桃姫子

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

（ 国 、 札 幌 市 の 現 状 と 課 題 を 整 理 ）

（ 分 か り や す さ に 配 慮 ）

認 知 症 カ フ ェ な ど 地 域 支 援 の 具 体 例 を

サ ー ビ ス の 解 説 や 市 内 の 認 知 症 関 係 相 談 窓 口 を 一 覧

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

の家族の方に対するボランティアを実践すること」を念頭に

 

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

★第2講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

　　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知由美

白石まちづくりハウス

（札幌市白石区平和通

３丁目北３－１　葵ビ

ル１階）

★第１講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

　　　　　　　　　　・認知症ボランティア　覚知　由美

日の丸会館

（札幌市東区北41 条

東14 丁目）

★第1講　「認知症とは何か～医学的見地から学ぼう～」

★第２講　「私たちにできることは何か～ボランティアの立場

〇講師　NPO法人ホームヘルパーノア代表　澤出桃姫子

もみじ台管理センター

（札幌市厚別区もみじ

台北７―１－１）

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

（ 国 、 札 幌 市 の 現 状 と 課 題 を 整 理 ）  

（ 分 か り や す さ に 配 慮 ）

認 知 症 カ フ ェ な ど 地 域 支 援 の 具 体 例 を

サ ー ビ ス の 解 説 や 市 内 の 認 知 症 関 係 相 談 窓 口 を 一 覧 に

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

の家族の方に対するボランティアを実践すること」を念頭に、テーマに沿った

会　場

白石まちづくりハウス

（札幌市白石区平和通

３丁目北３－１　葵ビ

ル１階）

日の丸会館

（札幌市東区北41 条

東14 丁目）

もみじ台管理センター

（札幌市厚別区もみじ

台北７―１－１）

人材育成講座の開催と今後のあり方

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

（ 分 か り や す さ に 配 慮 ）  

認 知 症 カ フ ェ な ど 地 域 支 援 の 具 体 例 を

に

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

、テーマに沿った

参加者数

白石まちづくりハウス

（札幌市白石区平和通

３丁目北３－１　葵ビ
13名

（札幌市東区北41 条 22名

もみじ台管理センター

（札幌市厚別区もみじ

台北７―１－１）

14名

人材育成講座の開催と今後のあり方

認 知 高 齢 者 の 増 加 に 対 応 し 、地 域 で の 支 え 合 い を 実 践 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 人

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

、テーマに沿った

参加者数

13名

22名

14名

 

人材育成講座の開催と今後のあり方

「認知症に対する基本的な知識を身につけること」「認知症の人やそ

、テーマに沿った

 

 

４  受講者

(1)

 

(2)

(3)

97

ど の

(4)

を 深 め た い 」

43.2

■講座をどこで知ったか

知人から

所属団体の勧めで

ウエブサイトをみて

チラシをみて

その他

無回答

計

■参加者の年代

30代

40代

50代

60代

70代

計

■講座を聞いて

役立つ情報が得られた　

日頃の活動に役立った

スキルアップにつながった

他の参加者との交流が図られた

抱えていた問題・不安の解消につながった
認知症の理解が進み、自分も支え合いに参加したい

継続的に認知症に対する理解を深めたい

その他

 

人材育成講座の開催と今後のあり方

受講者アンケート結果

(1)  参加ルート

 「 所 属 団 体 の 勧 め で 」

「 知 人 か ら 」「 チ ラ シ 」 各

(2)  参加の年代

「 60 歳 代 」 が

「 70 歳 代 」

(3)  講座の理解度

講 座 の 前 半 （ 第

97％ と 高 い 評 価

第 二 講 座

ど の レ ジ メ が な く 、

(4)  講義を聞いての感想

合 計 で「 役 立 つ 情 報 が 得 ら れ た 」

を 深 め た い 」

43.2％ の 順

 

■講座をどこで知ったか

回答項目

知人から

所属団体の勧めで

ウエブサイトをみて

チラシをみて

その他

無回答

計

■参加者の年代

年代

30代

40代

50代

60代

70代

計

■講座を聞いて

役立つ情報が得られた　

日頃の活動に役立った

スキルアップにつながった

他の参加者との交流が図られた

抱えていた問題・不安の解消につながった
認知症の理解が進み、自分も支え合いに参加したい

継続的に認知症に対する理解を深めたい

その他

人材育成講座の開催と今後のあり方

アンケート結果

参加ルート 

「 所 属 団 体 の 勧 め で 」

「 知 人 か ら 」「 チ ラ シ 」 各

参加の年代  

歳 代 」 が 32.4

歳 代 」 16.2

講座の理解度 

講 座 の 前 半 （ 第 一

高 い 評 価  

第 二 講 座 は「 よ く わ か っ た 」「 わ か っ た 」が

レ ジ メ が な く 、

講義を聞いての感想

合 計 で「 役 立 つ 情 報 が 得 ら れ た 」

を 深 め た い 」48.6％ 、「 認 知 症 の 理 解 が 進 み 、自 分 も 支 え 合 い に 参 加 し た い 」

％ の 順  

■講座をどこで知ったか

回答項目 人数

所属団体の勧めで

ウエブサイトをみて

チラシをみて

■参加者の年代

年代 人数

■講座を聞いて

役立つ情報が得られた　

日頃の活動に役立った

スキルアップにつながった

他の参加者との交流が図られた

抱えていた問題・不安の解消につながった
認知症の理解が進み、自分も支え合いに参加したい

継続的に認知症に対する理解を深めたい

人材育成講座の開催と今後のあり方 

アンケート結果 

「 所 属 団 体 の 勧 め で 」 29.7

「 知 人 か ら 」「 チ ラ シ 」 各

32.4％  

16.2％  中 高 年 主 体 の 参 加

  

一 講 座 ）

「 よ く わ か っ た 」「 わ か っ た 」が

レ ジ メ が な く 、 今 後 、 配 布 資 料 に 工 夫 が 必 要 と さ れ る 結 果

講義を聞いての感想 

合 計 で「 役 立 つ 情 報 が 得 ら れ た 」

％ 、「 認 知 症 の 理 解 が 進 み 、自 分 も 支 え 合 い に 参 加 し た い 」

■講座をどこで知ったか

人数 割合

7 18.9%

11 29.7%

3 8.1%

7 18.9%

9 24.3%

1 2.7%

37

人数 割合

4 10.8%

5 13.5%

9 24.3%

12 32.4%

6 16.2%

37

役立つ情報が得られた　

日頃の活動に役立った

スキルアップにつながった

他の参加者との交流が図られた

抱えていた問題・不安の解消につながった
認知症の理解が進み、自分も支え合いに参加したい

継続的に認知症に対する理解を深めたい

29.7％  「 そ の 他 」

「 知 人 か ら 」「 チ ラ シ 」 各 18.9％

 「 50 歳 代 」

中 高 年 主 体 の 参 加

講 座 ） は 、「 よ く わ か っ

「 よ く わ か っ た 」「 わ か っ た 」が

今 後 、 配 布 資 料 に 工 夫 が 必 要 と さ れ る 結 果

合 計 で「 役 立 つ 情 報 が 得 ら れ た 」

％ 、「 認 知 症 の 理 解 が 進 み 、自 分 も 支 え 合 い に 参 加 し た い 」

■講座の理解度

割合 （第一講座）

18.9%

29.7% よくわかった

8.1% わかった

18.9% 少しわからなかった

24.3% 難しかった

2.7% その他

無回答

（第二講座）

割合

10.8% よくわかった

13.5% わかった

24.3% 少しわからなかった

32.4% 難しかった

16.2% その他

無回答

抱えていた問題・不安の解消につながった
認知症の理解が進み、自分も支え合いに参加したい

継続的に認知症に対する理解を深めたい

「 そ の 他 」

％  

歳 代 」 24.3

中 高 年 主 体 の 参 加  

、「 よ く わ か っ

「 よ く わ か っ た 」「 わ か っ た 」が

今 後 、 配 布 資 料 に 工 夫 が 必 要 と さ れ る 結 果

合 計 で「 役 立 つ 情 報 が 得 ら れ た 」56.8％ 、「 継 続 的 に 認 知 症 に 対 す る 理 解

％ 、「 認 知 症 の 理 解 が 進 み 、自 分 も 支 え 合 い に 参 加 し た い 」

■講座の理解度

（第一講座）

よくわかった

わかった
少しわからなかった

難しかった

その他

無回答

（第二講座）

よくわかった

わかった
少しわからなかった

難しかった

その他

無回答

白石MH

54.5%

45.5%

27.3%

0.0%

18.2%
認知症の理解が進み、自分も支え合いに参加したい 45.5%

54.5%

9.1%

「 そ の 他 」 24.3％

24.3％   

 

、「 よ く わ か っ た 」「 わ か っ た 」

「 よ く わ か っ た 」「 わ か っ た 」が 7 割 強

今 後 、 配 布 資 料 に 工 夫 が 必 要 と さ れ る 結 果

％ 、「 継 続 的 に 認 知 症 に 対 す る 理 解

％ 、「 認 知 症 の 理 解 が 進 み 、自 分 も 支 え 合 い に 参 加 し た い 」

■講座の理解度

白石MH

63.6%

36.4%

少しわからなかった 0.0%

0.0%

0.0%

白石MH

72.7%

18.2%

少しわからなかった 9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

白石MH 栄町FC

54.5% 58.8%

45.5% 17.6%

27.3% 23.5%

0.0% 0.0%

18.2% 0.0%

45.5% 47.1%

54.5% 58.8%

9.1% 5.9%

2013.2.4

％  

」「 わ か っ た 」

強 に と ど ま っ た 。

今 後 、 配 布 資 料 に 工 夫 が 必 要 と さ れ る 結 果

％ 、「 継 続 的 に 認 知 症 に 対 す る 理 解

％ 、「 認 知 症 の 理 解 が 進 み 、自 分 も 支 え 合 い に 参 加 し た い 」

白石MH 栄町FC

63.6% 52.9%

36.4% 47.1%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

0% 0%

白石MH 栄町FC

72.7% 35.3%

18.2% 29.4%

9.1% 5.9%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

0.0% 29.4%

もみじ台 全会場

55.6%

33.3%

33.3%

0.0%

11.1%

33.3%

22.2%

33.3%

4 第 2 回作業部会資料

」「 わ か っ た 」 が 合 わ せ て 約

に と ど ま っ た 。事 例 な

今 後 、 配 布 資 料 に 工 夫 が 必 要 と さ れ る 結 果  

％ 、「 継 続 的 に 認 知 症 に 対 す る 理 解

％ 、「 認 知 症 の 理 解 が 進 み 、自 分 も 支 え 合 い に 参 加 し た い 」

もみじ台

52.9% 66.7%

47.1% 22.2%

0.0% 11.1%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

0% 0%

もみじ台

35.3% 33.3%

29.4% 33.3%

5.9% 0.0%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

29.4% 33.3%

全会場

56.8%

29.7%

27.0%

0.0%

8.1%

43.2%

48.6%

13.5%  

回作業部会資料①

が 合 わ せ て 約

に と ど ま っ た 。事 例 な

％ 、「 継 続 的 に 認 知 症 に 対 す る 理 解

％ 、「 認 知 症 の 理 解 が 進 み 、自 分 も 支 え 合 い に 参 加 し た い 」

もみじ台 全会場

66.7% 59.5%

22.2% 37.8%

11.1% 2.7%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

0% 0%

もみじ台 全会場

33.3% 45.9%

33.3% 27.0%

0.0% 5.4%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

33.3% 21.6%

① 

59.5%

37.8%

2.7%

0.0%

0.0%

0%

45.9%

27.0%

5.4%

0.0%

0.0%

21.6%  



(5)  

45.9

■認知症ボランティア体験への興味

参加してみたい

参加したくない

その他

無回答

計

 

５  今後の講座のあり方とフォローアップ

(1)  

 札 幌 市 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー は 下 表 の と お り 着 実 に 増 え て い る が 、 実 際 の 活 動

に 結 び つ く 例 は あ ま り 聞 か れ な い 。

■札幌市

メ イ ト （ 指 導 者 ）

H25.

  

(2)  

自 治 体 名

京 都 府 綾 部 市

三 段 階 ス テ ッ

プ ア ッ プ 講 座

熊 本 県 菊 池 市

あ み の 目 に 広

が る 見 守

シ ス テ ム

静 岡 県

富 士 宮 市

地 域 力 で 個 別

支 援 を 実 現

 ボランティア体験

認 知 症 の 人 や 家 族 に 対 す る ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

45.9％ 、「 参 加 し た く な い 」

■認知症ボランティア体験への興味

参加してみたい

参加したくない

その他

無回答

計

今後の講座のあり方とフォローアップ

 認知症サポーターの現状

札 幌 市 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー は 下 表 の と お り 着 実 に 増 え て い る が 、 実 際 の 活 動

に 結 び つ く 例 は あ ま り 聞 か れ な い 。

札幌市の認知症サポーター

メ イ ト （ 指 導 者 ）

1,058

H25.12.31 現在

  ※全国 

 他都市の認知症サポーターのフォローアップ事例

自 治 体 名

京 都 府 綾 部 市

三 段 階 ス テ ッ

プ ア ッ プ 講 座

熊 本 県 菊 池 市

あ み の 目 に 広

が る 見 守

シ ス テ ム

静 岡 県

富 士 宮 市

地 域 力 で 個 別

支 援 を 実 現

ボランティア体験

認 知 症 の 人 や 家 族 に 対 す る ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

「 参 加 し た く な い 」

■認知症ボランティア体験への興味

白石MH

参加してみたい

参加したくない

今後の講座のあり方とフォローアップ

認知症サポーターの現状

札 幌 市 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー は 下 表 の と お り 着 実 に 増 え て い る が 、 実 際 の 活 動

に 結 び つ く 例 は あ ま り 聞 か れ な い 。

認知症サポーター

メ イ ト （ 指 導 者 ） 

1,058 名  

現在 1 人あたり高齢者

 4,427,745

他都市の認知症サポーターのフォローアップ事例

自 治 体 名 活 動 内 容

京 都 府 綾 部 市 

三 段 階 ス テ ッ

プ ア ッ プ 講 座 

�

�

熊 本 県 菊 池 市 

あ み の 目 に 広

が る 見 守 

シ ス テ ム 

�

�

静 岡 県 

富 士 宮 市 

地 域 力 で 個 別

支 援 を 実 現 

�

�

ボランティア体験 

認 知 症 の 人 や 家 族 に 対 す る ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

「 参 加 し た く な い 」

■認知症ボランティア体験への興味

白石MH 栄町FC

63.6%

27.3%

9.1%

0.0%

100%

今後の講座のあり方とフォローアップ

認知症サポーターの現状

札 幌 市 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー は 下 表 の と お り 着 実 に 増 え て い る が 、 実 際 の 活 動

に 結 び つ く 例 は あ ま り 聞 か れ な い 。

認知症サポーター

 サ ポ ー タ ー

 3

人あたり高齢者

4,427,745 名  

他都市の認知症サポーターのフォローアップ事例

活 動 内 容

�  受講者に年

報告をフィードバック

�  高齢福祉全般の知識を学ぶシルバーサポーター養成

講座や

開催。修了者が傾聴ボランティアや生活支援員、認知

症予防教室の補助員

�  市内すべての小中学校区で養成講座を開催。見守協力

者であることを示す「大きなオレンジリング」を銀行、

商店、薬局、新聞販売店が掲示

�  指導者役のキャラバン・メイト全員が班単位に活動。

サポーターと連携し、市内を見守る体制を構築

�  個別支援の実現

別に講座を開講、

�  医療職、介護職、認知症の家族や民生委員、地域住民

などの多彩な

チさせ、講座と同時に見守り協力を要請するなど行

動・実践につながる仕組みを用意

認 知 症 の 人 や 家 族 に 対 す る ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

「 参 加 し た く な い 」24.3％

■認知症ボランティア体験への興味

栄町FC もみじ台

41.2%

17.6%

5.9%

35.3%

100%

今後の講座のあり方とフォローアップ

認知症サポーターの現状 

札 幌 市 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー は 下 表 の と お り 着 実 に 増 え て い る が 、 実 際 の 活 動

に 結 び つ く 例 は あ ま り 聞 か れ な い 。  

認知症サポーター等の数  

サ ポ ー タ ー

38,824 名

人あたり高齢者 10.6

 一人当たり高齢者

他都市の認知症サポーターのフォローアップ事例

活 動 内 容

受講者に年 2 回ニュースレターを提供。ボランティア

報告をフィードバック

高齢福祉全般の知識を学ぶシルバーサポーター養成

や実践者を

開催。修了者が傾聴ボランティアや生活支援員、認知

症予防教室の補助員

市内すべての小中学校区で養成講座を開催。見守協力

者であることを示す「大きなオレンジリング」を銀行、

商店、薬局、新聞販売店が掲示

指導者役のキャラバン・メイト全員が班単位に活動。

サポーターと連携し、市内を見守る体制を構築

個別支援の実現

講座を開講、

医療職、介護職、認知症の家族や民生委員、地域住民

の多彩な講師。講座内容を受講対象者ごとにマッ

チさせ、講座と同時に見守り協力を要請するなど行

動・実践につながる仕組みを用意

認 知 症 の 人 や 家 族 に 対 す る ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

％ 。「 無 回 答 」

もみじ台 全会場

33.3%

33.3%

11.1%

22.2%

100%

今後の講座のあり方とフォローアップ 

札 幌 市 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー は 下 表 の と お り 着 実 に 増 え て い る が 、 実 際 の 活 動

 

   

サ ポ ー タ ー 合 計

名 39

10.6 人  

一人当たり高齢者

他都市の認知症サポーターのフォローアップ事例

活 動 内 容

回ニュースレターを提供。ボランティア

報告をフィードバック（

高齢福祉全般の知識を学ぶシルバーサポーター養成

を養成するゴールドサポーター講座を

開催。修了者が傾聴ボランティアや生活支援員、認知

症予防教室の補助員等に（

市内すべての小中学校区で養成講座を開催。見守協力

者であることを示す「大きなオレンジリング」を銀行、

商店、薬局、新聞販売店が掲示

指導者役のキャラバン・メイト全員が班単位に活動。

サポーターと連携し、市内を見守る体制を構築

個別支援の実現のため、

講座を開講、支え合う地域力向上を目指す。

医療職、介護職、認知症の家族や民生委員、地域住民

講師。講座内容を受講対象者ごとにマッ

チさせ、講座と同時に見守り協力を要請するなど行

動・実践につながる仕組みを用意

認 知 症 の 人 や 家 族 に 対 す る ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 に つ い て

「 無 回 答 」21.6

全会場

45.9%

24.3%

8.1%

21.6%

100%  

札 幌 市 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー は 下 表 の と お り 着 実 に 増 え て い る が 、 実 際 の 活 動

合 計

39,882 名

一人当たり高齢者 7.0 人  

他都市の認知症サポーターのフォローアップ事例

活 動 内 容

回ニュースレターを提供。ボランティア

（定期的情報提供

高齢福祉全般の知識を学ぶシルバーサポーター養成

養成するゴールドサポーター講座を

開催。修了者が傾聴ボランティアや生活支援員、認知

等に（ステップアップと実践

市内すべての小中学校区で養成講座を開催。見守協力

者であることを示す「大きなオレンジリング」を銀行、

商店、薬局、新聞販売店が掲示（

指導者役のキャラバン・メイト全員が班単位に活動。

サポーターと連携し、市内を見守る体制を構築

のため、市民を民・産・学・官の対象

支え合う地域力向上を目指す。

医療職、介護職、認知症の家族や民生委員、地域住民

講師。講座内容を受講対象者ごとにマッ

チさせ、講座と同時に見守り協力を要請するなど行

動・実践につながる仕組みを用意

に つ い て 、「 参 加 し て み た い 」

21.6％ と 若 干 の た め ら い が

 

札 幌 市 の 認 知 症 サ ポ ー タ ー は 下 表 の と お り 着 実 に 増 え て い る が 、 実 際 の 活 動

合 計 

名 

 

他都市の認知症サポーターのフォローアップ事例 

活 動 内 容

回ニュースレターを提供。ボランティア

定期的情報提供

高齢福祉全般の知識を学ぶシルバーサポーター養成

養成するゴールドサポーター講座を

開催。修了者が傾聴ボランティアや生活支援員、認知

ステップアップと実践

市内すべての小中学校区で養成講座を開催。見守協力
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④ 「認知症の理解が進み、自分も支え合いに参加したい
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